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1.はじめに
他大学調査ということで、平成23年3月25日に京都大学工学部機械工作室を訪問、調査したので
報告する。
2. 目的
大学の運営交付金削減に伴い、センターの運営予算確保が難しくなる中、これからどのような体制が
望ましいのか、他大学を調査し、検討する。
3.調査内容
1 工作機器類とスタッフの配置、安全管理体制の現況、技術部との組織的な関係
2.機器管理・運営体制(運営委員会への関与、製作依頼の窓口、料金、予算など)
3 これからの料金システムの考え方
4.加工技術の研鎖、技術継承の考え方
5 授業科目としての実習の内容や創造演習など
6.社会貢献(たとえば 日遊学のような)の内容
7 施設が取り組んでいる課題
4.調査結果
・京大工学研究科技術部は5つの技術室から構成されており、月 1回室長会議が行われている0
・機械工作室には、 2名の職員、 1名の嘱託職員が在籍している。
-旋盤には、飛散防護用のついたてが設置されており、また、所定の位置にハンドルを置かないと電源
が入らないようになっていた。
・技術職員はほぼ全員、第一種衛生管理者の資格を持っている。
-環境安全衛生センターがとりまとめをして、各研究室(全学)を安全パトロールと称し見回っている。
・大学側がククルスという京都大学化学物質管理システムを運用して、薬品やボンベの管理をしている。
・委託作業料は取っていない。(理学部の工作室は取っているとの情報あり)
・実験装置の加工は基本的に職員が行うが、学生でも製作できるよう技術相談や指導をしている。
-機械工作実習は、 2年の後期(夏休み中)に、約100人を3グ、ルー フ。に分け、 1グループ1週間
(5日間)通しで、言十3週間行われている。
・実習指導は、教職員、 TAを含め 10人程度で行っている。
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実習内容は、スターリ Jグエンジンの製作 (2人1組)、自動車エンジンの分解、組み立て等である.
• ~rJ枠で安全講習は行っていない。 (機械製作実習時に一緒に行う)
・機械製作実習の履修者のみが、工作機械を使用できる。(使用する学生は少なくなってきている)
→桂キャンパスの桂ものづくり工房ではライセンス制 (半日受講)をとっている.
・予算は、機被系の3専攻の各研究室から一律、数万円拠出して貰っており、総額250万円程度である.
→消耗品や材料の購入に充てている。(工具の占める割合が大きい)
-実習においては教員との連携を密にしている.
→教員と技術職員とでワーキンググループを立ち上げ綿密な打ち合わせを行い、それまでのパイス
製作からスターリングエンジン製作へと変更を行った。
・技術の研鎖については、加工系の学会、講習会等に参加している。
機械工作室では出来ない加工があれば、製作所の紹介を行っている.
・般備購入は、研究楳長の裁量経費で行う.
・工作室の課題は、要員の確保である。
旋盤の飛散防護衝立
5 最後に
スターリングエンジン
京大工作室では、加工依頼に対して、商い意識で望んでいることが感じられた。
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